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環 境 技 術 委 員 会 の お 知 らせ （卵56回 ）

平成31年3月20日 （水 ）午後1時 半～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第3会 議室

千代 田区永 田町2－2－1

◆国会議事 堂前 駅 （丸 の内線 ・千代 田線） ①番 出 口よ り2分 、永 田町

駅 （有楽 町線 ・半蔵 門線 ）①番 出 口よ り下車5分 。 当 日、午後1時 ．

よ り、議員会館 玄 関にて 、通行証 を差 し上 げます。 その時刻 前 に到
コ

着 され た方 は、恐縮 です が、受付脇 のロ ビーにてお待 ち下 さい。会

議 開始後 にお越 しの方 は、受付 に 「第3会 議室 に行 きたい」 旨お伝

え下 され ば、お迎 えに参 ります。

1、r環 境 問題 につ いて、 昨今 、想 うこと」

挨拶 坂本 忠彦環境 技術委 員長

2、CO2か ら合成樹脂 技術

解説 杉本裕 東京理 科大学工 学部教授

3、 『環 境技術 関連 ニ ュースNO、177』

解説 中島稔科学 技術 部会長

報 告 去 る2月20日 開催 の第355回 環境 技術 委員 会 は、坂本 忠彦委 員

長 が議長 を務 め行 われ ま した。 まず 、坂本委 員長 よ り、 「環 境 問題 に

つ いて、昨今、想 うこ と」 と題 して 開会挨 拶 があ りま した。 次第 に暖

か くな って きた が、先 週 は寒気 が広 い範囲 で拡大 し、 北海 道 で は一3

0℃ の地域 もあった。一 方 南 半球 で は47℃ を記録 す る地域 が あ り、

地球全体 のバ ランス は とれ てい る。 トー タル で見 る と昨年 は暖 冬だ っ

た よ うで、少 しず つ温暖化 は進行 してい る とみ られ る。今 回 も、前 回

に引 き続 きプ ラスチ ック問題 を採 り上 げるが、環境 に害 を与 えない プ

ラスチ ックを開発す るか、プ ラスチ ックを全廃す るか が主眼 にな るだ
1

ろ う。

次 に、清 原淳 平専務 理事 よ り、岩 田忠久東 京大学 大学院教授 ・総長補佐 の経

歴紹 介 が あ りま した。次 に、岩 田教授 よ り、「プ ラスチ ック と人類 お よび環 境 の

共存 共栄 を 目指 して一 生分解 性バ イオマ スプ ラスチ ックの観点か ら一 」 につ い

て解説 があ りま した。 日本 では、年 間プ ラスチ ック を1150万t生 産 し、9

70万t廃 棄 してい る。 リサイ クル きれてい るのはわずか21％ で、 それ 以外

は ほ とん ど燃 や され てい る。石油 由来 のプ ラスチ ックで は、製造 時 にも廃棄 時

に もCo2が 発 生す るので、生分解 性プ ラスチ ックが望 ま しい。植物 由来で 生分

解性 な のは、現 在すべ て、植 物 のでんぷん を酵 素加 水分解 して生 まれ るポ リ乳

酸 だ けで あ る。 このポ リ乳 酸 も、一般 の土壌 や水 中では分解 せず 、高温 ・多湿

化で な けれ ば分解 しない。今 後、嫌気 で も好 気 で も分解す るポ リエ ステル や 、

生分解 性 の速度 や分解す るタイ ミングを コン トロール で きる機 能 を生分解 性 プ

ラスチ ックに持 たせ る手段を検討 して い る。 い ま、酵素 をプ ラスチ ックに練 り

こみ 分解 しやす くす る方法 を試 してい る。 現在 の石 油 由来 の もの と同程度 の コ

ス トま で下 げ られれ ば、実用化 は可能 だ。

次 に、中島稔科 学技術部会長 よ り、『環境 技術 関連 ニ ュー スNo．176』 の解説

が あ りま した。今 回は、○環境省 と経産省 が合 同で、代替 フロンを一度 で も不

法 投棄 すれ ば罰金 を科 す法改正 を 目指す。今 まで は繰 り返 し違反 す る業者 が対

象 だ った が、強化す る方針 。 ○地球 温暖化 の影 響 で、小麦や 大豆 な どが減 産 、

年4．8兆 円の被害。 一方高温 に適 した米 に影 響 はなか った。 ○今世紀 半 ばに

豪 雨 の量 が1割 増 え る との見通 し。一方 で雨 の降 らない 日も増 え、両極端 にな

る。 ○乗用 車エ ンジンの熱 効率 を、4割 か ら5年 で5割 に引き上 げる ことに成

功。3大 学 の共 同 チー ム。○福 島の川 のセ シ ウム濃 度 が減 少。地 中に吸収 され 、

川 に流 れ 出に くくなった こ とが原 因か。 ○海 洋研 究 開発機 構 、スーパー コ ン ピ

ュー ターで異 常気 象 を数 か月前 に予測す るプ ログラム を開発。 ○今 夏、東京 に

伊勢 湾 台風級 が襲iった ら、江戸川 、江東 な ど東部 地域 に甚大 な被 害 を もた らす

だ ろ うとい う予測 。 関西空港 で起 きた事態 は他 人事 ではない と専 門家。 な どの

解説 が あ り、一 同大い に勉強 にな りま した。

★ レクチュアにつき、当 日会費千円にご協力 をお願 い申 し上げます。

次回、3A20日 （水）の環境技術委員会 に

テロ対 策 へ の警備 か らの要請 上 、会 員 に限 ります 。

非会員 で参加希望者 は 、2日 前 までに履 歴書をご提 出下さい。

（その際の当 日会費は二千円 とな ります。）
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